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本紙右左扇共に多大に使川 さ れて おり 机似）＇＇， •
合いも様々であ っ た 。 経年に よ る 劣化辿色 9
全体的に見られ、）凪色材である II蓼の劣化にイ· 1 •:
い 一部粉状に剥落 し て い る 箇所 もあ っ た 。
又、各所に見られ る Wi蒻 としては拷噌，~ ~(;-; が II
立ち、作品の鉗： 、政 に 彩烈限 を 及しまして い た 。 史
に絵具の 紺h町：i;'j 所 も 数 多く 兄 ら れた。 （図
128) 
②臼色顧利
画面i ・・ ト 部 に 1胄i か i して い る 人物の衣知、又は土
部の桜の イ認などに使川 されており、各所に絵
具の剥落 ・ 愕 き＾；りが確認できた。 牛『 に桜の化
に杖l しては 、 掠勧の影粋を受けており 、 一部
如氏材であ る料紙が露出 してい た 。 （図 1
③金筍
笥押しされた令の一部が虫害 ・ 捺1蒻~yr です1111)j
． 欠失していた。 牛『にれ扇」 ·. 111 部の Hl it沿l 落
が粋しい 。 （図 130)
(3) 過l夏の修fll!.艇が兄 ら れ、 袖節が確認で
t
'ヽ-0 
本紙の破れ ． 裂け~(;・；に過ム 1 iわれた修J州の1艮
跡が確認で き た 。 特： に）贔1 ,i ,{ i Iｷ. 部には人 きな
亀裂艇があり、 辿ムの修似の際、允J浜 ・ 礼 1) " '(1:
されJ盛り卜がっ たよ うにな っ て いた 。
虫杏によ る 欠失部 に は補修紙が施 さ れて t '
り、袖修紙には祉臼\が施 さ i して しヽた 。
祉i節は一部本紙にも 施 さ れてお り、色池lの述
いか ら 炭質な感 じを りえて いた。
(4) 木紙に 多数の染みが確認できた。
特：に右扇 I 憎l l の桜の化が耕iかれて い る 部分の
染みは竹： しく 、 1' I 色顧料で枯'jかれた図オ贔 を褐
色に変色させて おり、 作 心，］の価イ11' i. を 州ねて し
t~ 
'-0 
(5) 裏弘り に突 き it . 染みの Ji!亦が 多 数確認で
きた。
(6) 木緑の1蒻 ·1111 み勺店の損似が ；i;: しく 、 漆柄
膜の剥洛 ・ 浮き ・ 亀裂が多数確認できた。




修.Hll やIi :1r'・ 1 2 9
図 128 修復前緑色顛料の祖似
Before treatment, damage of green pigmenl 
図 1 30 修低iり 令符'j の相傷
Before lrcalmcnl, damage of gold leaf 
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I . 修復後の状況
1. , J u、·.
令休 縦 1687cm 横 191 5cm 
I lij j(1j 縦 151 3cm 横 1736cm 
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具- •JI き玄判：摺り布型七 ' iJh紙
杉材ド地
2 . 修似 1i ij後の担1絡箇所の比較（図 131 、 132 、 133 、 1 34 、 1 35 、 J 36) 
図131 修閾m ; 「：扇」部の損1蒻底
Before treatment, evidence of damage in the upper area o-f the 
left panel 
After trealment, evidence of damage in the upper area of the 
left panel 
図133 修復前褐色の汚れ
Before treatment, soiled area appears 
brown 
図134 修・1以後 i り i しが 行 I ・・ 」［丈 AL に
Aflcr lrc.:almcnl. soiling w;;1s rcmovc.:cl lo 
some clcgrc.:c.: 
修Jljl_ や11 :1( 131 
図 I:) ~ 修復 1 i ii fり 令具の欠失
枷ro 1℃ Lre<1L11<'1L, missing square 11ail 
図 1 :36 (1初以後 祈， J,';j した 灼 令具．
flcr Lrca L11c1l, new squ,1 re 1;1 i I 
132 
皿．作業工程
塁他の作業及び）j針の変更ぐりは東京文化期研究所の本fi·オ11. ¥ 1, 官、ホノルルよ印Iり' fif,;予公且との協試 ・ 監督
の ー ト辿めた。
1. 修似j1j に本紙の状態 を 池！杏し、与真撮彩を h っ た 。
2. 1'1 清介 に付着する埃 を 、刷"['~(;-; を 川 いて除L した。
.)j蓼溶液（料n %~3%水浴液 チ ョ ウザメ 5 %水溶i(§( 爪：,:.  比） を 川しヽ、 絵具の 晶lj 浴止めを 行 っ た 。
依IJ r各 仕めには、イIi i11i 苔 i容液 (,-fll ::f知 I IJ; ・（：）、粒膠溶液、チ ョ ウザメ）j慧溶液 を 叩蒻度合いや糸公具に合わせ使
JI! した。 緑青ぐりの料,: [- の 沐11. し寸禎料にはオ認'i)J の勝 る粒膠 を 、 i1ill 粉 ＾ -ヽr;-; の 比較的米立(-の小 さい顧料には浸透
；枠が似j いチョ ウザメ）j蓼を 、祉詞炭合りを祁j節して使川 し、絵具）怜 の安巫 を 図 っ た 。
4. 飾り 令具 • 本緑 ・ 全 l を 外し、厨風装を解休した。
に ． 緑裂部分のみを /J i I i1!.し、人緑 ・小緑を捲り収 っ た 。
6. 蝶番部分 を り） 除 し、 ー ・）羽こ とに分けた 。 卜地側 1(1 i に '"' し 貼 り付け ら i しに 本紙 を /JII i址 し 、 捲リ I ·. げた
後、竹べ ら＾．り を 使 J IJ し本紙 を 1、地か ら 捲り」［又 っ た 。
7. 人縁に I讐れていた本紙部分など、絵1 廿 'II (1i に仝く彩烈限の 1!悲い箇所をサ ンプル と し て 極微： ， t採」収 した 。 サ
ンプルは 1切知県立紙州業センターに紙料試唸 を依頼し、本紙料紙を 牛.'i:~i: した 。
．ィIi i 1り苔浴液 (0. 25%水溶液 ,fr.:_: 化比） を 使J 11 し、表打 ちを施 した。 表打 ちは、次 11i: 業に 1 iｷ う災打 ち 紙
除L作業11 印に本紙衣血 を 1呆護するために行 っ た 。 低午紙 を刷 tで、本紙表 1(1 j に 強）文を I ·けるため―. ),;,-,,
貼り付けた。 捉牛紙にはレ一ヨン紙 を 川 いた。
9. 衣打ちした本紙を透過台の I ·. に貼り込み、災打ち紙 を捲り取 っ た 。 その際、 ）j針 に従い 111 1<!11修紙 を 除
L又は 11j利） II した 。
幻 lちには按料剤として小女粉澱粉糊（祈樹j) を 1史川 した 。 新糾l は 、 グルテンを除L した小支粉の澱粉
呵を ）瓜材料に使 ） II し fl威 した。 （水：小支粉澱粉 3 : 1 1Tt・・ 斌比） の 胄I] 合で約]()分炊裕か した物 を ）じ糊
とし、各作業に）心 じた希釈米で使川 した 。 災打ち紙 として、梢紙 ( Ii. j閃:j 紙）を 使川 した 。
111 補修紙の内、金筍押 し紙や補ぐ(i:が施 さ れてい る 物が多数あ リ、本紙図様に大 き ＜ ；；診烈限 を り えて し、た 。
令ての除Lは、本紙図材’ぷ• に多人な変史 を 強い る ·J•;. となるため以卜.の条 件の 補修紙は本紙に適す る形に 東各
) r~ f炎、 1 リ.イ史） II した 。
( I ) 令筍押 し紙で袖修されてお り、岡 II .つ 本紙図札~に令筍が押 さ れて い る イ l,',I J 祈。
( 2 ) 本紙の図様に深く l!ll り して い る p;'iJ1J1 。
] 0. 欠失箇所には、補修紙で糾．： いを施した。
袖修紙は、木紙料紙のサ ンプルを採収した後、 ,•,':j 知県立紙）；怜業技術センタ ー に繊維分析を依粕 した。 試
験の結呆「）rHz 1女 」 であることが確認、されたため、本紙の風合い なども 名： ｝，他 に 人れた結朱、「）（（（； ）女紙（近
汀>fll 紙）」 を 選定した。 使川に ‘り た っ ては、久 中 にて染色し、水酸化カル シ ウム水浴液で色索 を巫 ィi"t­
せた物を ） II いた 。 糾いの＿ 「和は、本紙欠失悩'1 所 を透過した後、袖修紙にネ糾廿する 。 ネ,n修紙の 炭 ' if. した f;"{;'j
所の ℃羽を残すように整形し、 t羽に小支粉澱粉柚j (斯糊） を冷イh した後、欠失箇所に貼り付けた 。
木紙の破れ ・ 裂けが牛じている ,:;術~, 所は、左れにt羽を残した 11w; の狭い柘紙 を袖強に貼り付けた 。 その際
も新糊を使川 した。
1. 新枯）j を川い、格紙（五箇紙）で本紙の）VL裂を打 っ た 。
12. 辿り） な強度を保たせるために柘紙で再度裂打ちを行 っ た 。 糊は新欄を用い、裏打ち後仮限り を 施 し
が~ o 
13. 補修紙を地色に合わせて補彩を施した。
イI多 J111.?Ix ;'- 1 33
補彩に使用する画材は枠絵具 を選巫した。
14. 大縁 ・小緑に用い る衣装裂 を選 ~i し、！．翡染めした柘紙で災打ちを h っ た 。 れ間 は祈糊 を ） ll い、公1· lち後
仮張りを施した。
縁裂の新調には、 li 1_ ,, 『1 ·•,●、ホノルル美術舟',; ·· ;を公且 との 協議の帖呆以 ドを選巫 した。
縁裂は天然顔料ぐりで 古色付け を 施 した後使川 した 。
大縁歯茶地一 孔泌牡）·J-),l[• り·i:紋令梱l
小緑庶，：地人蕊紋令悩l
15. 杉材下地ならびに本緑を 新』刈 した 。
杉材卜地は 「ホ ゾ1り止め」とした。
16. ・・ ト地 に、 卜似り を 施 した。 1吋k り には、 1. 骨納り、 2. 胴！！占り、 3 . 三枚蓑掛け、 4. 蓑納り、 !l . 蝶番 を 係11.
み、 6. - ・．屯 i之、 7 . iヽ之糾( f) を 施 した 。
紙は骨縛 り . JJH り鼓リ ・ ふ〖紬り には柘紙（！！，！谷和紙）、以掛け ・ 1乏には格紙（石州紙） を 1史） ll した 。
17. - 卜地 に蝶番 を糾んだの ち 、 表災二叩乏 を掛けた 。 紙はイ「州紙、利l は祈柚l を 川 いた
18. 本紙の 、 」法 を ） ，小扇で合わせ、 寸訟 を 出 した。
19. 本紙 ・ 篇加l した災阪り紙 を 1、地 に眼リ 込んだ。 l甜JI は 新料）l を 1史川 した 。
新晶lする災阪り紙の選巫には 、 JII_' 1『 1··,●、ホ ノルル美術舟..,・、 、ド 公 員 との 協議の糾呆以卜を選ン上 した 。
裂弘り紙 具. ,JI き 雀 Iりし‘ 信）』り紙
20. 人噺家 ・ 小緑の緑裂 を貼り つ けた。
21. 新晶l した木緑 を折れ合い釘で」収り付けた後、祈池l した飾リ令具 を付け、加諷公を完成した。
木緑 ． 飾り 令具に関 しても 1 泣じのように 、 担 ' , ,, 官、ホノルル必術釘·,;· · ;を公 且 との協議の結呆以下の辿り に
選出した。 （図 1 37 )
散 ら し鋲に 1対 しては、肝風 I ·. I (1i にも 施 さ れて しヽ たが、
修復後は I ·」 (1 j には施 さな い 。
木緑 ！ ，月漆唸り 釘 JI;'_!
灼金具 ）形分 必）村. 1'i'(紋 fり 令 ~ ' ·
散 ら し鋲 ) if・ 1'ド紋丸鋲
22. 木綿製保fr袋 を 製作 し、収納 した 。
23. 修似後の出；；；求 '!J真及ぴ窄Ii~ I ;· 閃の 製作 をした。
IV. 今回の修復で得た知見その他
1. / ,~ 扇の出似箇．）祈に施 さ i し て しヽ た補 '•F及び如渡．材' "' ヽ
硬く、皐lj r'ｫ の紀険があるものの本紙 との按 1"iが強 く 令
て除lけ•するこ と は本紙絵具． ）竹 への彩臀.(が大 き いにめ イ
可能であ っ た 。 ホノ）レ）レ必術飴＇］を公 且 . ~- 11_ ヽ ' ', 店 との 協
議の糾呆視状のままとしに。
修復中 、 ）JJL災紙除 L;作業にお い て 如(ii よ り 、 出化樟I I 及
び祉j箪却炭部 を ,VM杏 した ところ 本紙が破 i し、 本米の位
附より」 ．． に約 3mmず i し て おり、 隙間が生 じて い る 0
が確認された。 又隙間 には水 に膨訓する 如奨材が施
れており 一部允J炭材 に空洞が牛 じて しヽ る 箇所が確認、 /¥flcr lrcalmcnl, new melal ornaments 
134 
図138 修狐 ,,
ん）；は 1部の 1i / lJ れ （麟i より）
During trca しrncnt, a crack in the 
upper portion of the left panel 
(from the reverse side) 
図 139 修復 111 ',1/lj i し ，. rn 分拡人・ (1と 1(ii J: リ）
During Lrcc1Lmc1t, l'nlargccl vivw Cl 「 th e crack (fro1 Lhc reverse side) 
図 I LI() (1多復 1i i j 緑色の I" ,1:: き線
l-3dorc lrc,1L11cnl, green lines of l)u1ｷi1g l 1 ・ t· ;i l 111(•11 l, grvじ 11 lilt'S ()「 th じ roug h
し lw rnugh skclch sketch (frnm the 1℃ ¥'l'l"St'sidvl 
れた 。 本紙 を 照 ） 1多し、本米の位 i役 に本紙 を ）及すことは祉百'1:及び却羽材<J)Hl i位 を 招 く恐れがIIｷ: じるため」見
状のままとし 、 強炭を保たせるため祉j修紙を此(1 j に貼リ付けた。
~i打 ち ・ イ／又 ,_;1心 リ後、膨il'r!.J した 允J酋材は収縮 し ー・；''i iぶ 1 i l] I. しや形状の変化 しに j:,'.'1 J iJ「か生じに 。 ·,1 ,: 1] 1. しが1 1 : じた 悩~i
所には）l蓼水浴液を徐布 し安出化を 図 っ た 。 （図 138 、 1 39)
. 111緑裂除ムの際、緑裂の ドから 本紙の一部が{i'~い忍できた 。 この ドから本紙は必L数 Iiの修似の ）文に圃
I (1j が縮められ現在に至 っ た れが解る 。 今 I 「,1 の修復では I ' lij I (1 i を 出米得 る I I艮リ広げ る •Ji. と した 。 これに より
修闊iり後の叶風、j ・法に変化が1 1 .: じた 。
3 • 111 災打紙には胄や筑色の染紙の他、 茶色の紙が使川 されていた。そ れぞれの色は如(1i に 対 し人した彩
烈限を及ほしておらず 、 11;令ムする こ とにより 本紙の図材~に彩烈限 を 及ほすことは1リ，I~ か っ た 。
4. 衣から 本紙の観察において 、 金去の輪祁が緑色助料で ,,· I り きされている 11]能性が担 ' ' '1 .,., によ り指摘さ
れた 。 凱徽鋭勾真 また、 本紙裂而か らの ，~.';]杏 において 大部分の ,,・曹き線が緑色顧料で4伯かれているのが
確認できた。 （図 140 、 1 41)
5. ,•, · ,·j 知県紙扉．：業技術セ ンターに本紙繊糾組）成試験 を依頼した。 試料採取は緑裂に I隠れ る場所か ら極徽鼠
採収した。ま た同 II奇に I 「I 裏打ち紙についても繊糾『式険及び劣化状況について試険を依頼した。 試険の糾




であるとの試翡姐翡呆 を 得た 。 （図 1 4 2 )
6. 修復イf 業 I  I 、 1が外綜柚妙；(~ を 1 fｷ っ た 。
の氾耀:·r;ゞ を 確認できたのでfix~ I ;· する 。
1,ｷIt: 
I I '-一一
,Ji; 外線杭妙診は、 /J/ L 公除L後災 1 (1i より 1 J・っ た 。
|、出の '.l.f- 具は 1叫像処即 を施 し、 ）又転 した物を
叫叔する。 ( lxl J 43 、 J 4 LI 、 1 45 、 I Ll6 、 1 47 、 1 48 、












図 142 木紙繊糾 (/ff[i/文） 似ri微鋭 'If.真













Infrared phoLograph, bottom porlion of Lhe righl panel 
図147 赤外線撤彩左扇下部
Infrared photograph, bottom portion of the left panel 
/¥flcr lrcalmcnl, boltorn port ion o 「 th (' , · i g ht p;11wl 
After treatment, bottom portion of the left panel 
L
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V. 設計書制作時との方針の変更点
1 ~ 4 につ い て は、東京文化財研究所の本竹担‘片官 ・ ホノルル美術飴胄翌玉且と の協議の帖朱 I汎じの遥り
に変 史 した。
1. 緑災
大緑 ： ( I 荼地） ，り り'(紋金糾 刈屈各地ー i[i.:,父 l l : HJ ,り 1'i'(紋令 fl,'/i]
小緑 ： I, 祖地島本瓜紋金悩l 叫礼地人・必紋令•他l
2 . 木緑
111・ 、ft 朱漆喰 I(1 i 」r又> ~ '凡漆喰 リ灼 11; 11
3 . ftf li 令 ~!-
銀牛 j叫111 丸 1り 令具ー巫），杯 1'i'(J,',]3, 1) >彫分義 ）， i f・ ,'店紋 1り 令 F
l  . ~~ ~k リ ttl ~
薄鼠 j 也令, i (珠紋、!'.'.:, の r紙 > ~!- , J I き ＇ぷ I:)閉り雀 11; ,.! し● ' i ::J ,1f·紙
s . i呆イ r' r
謁:J · , 1 : :製 ·('1: 11 \:では本綿イI i ( 1 1 11 11 名 カラープ ロ ー ド 色 芥 II 令地球鈍 ,,.,., j 秀株式会 ，t· I 製）を i'l.'.1 1) する r 巫で
あ っ たが、修似の糾朱、作心んの 、「法が拡人• したためより 人 きな本綿イリが必災にな っ に 。 そこで、 制作に
適する本綿製（訊疵染め）を選巫し、 1呆仔袋 を 製作 した。
6. 災オ l ち紙
條復作業 1 1 I 、本紙の） ＇ 」!: みを 油；j杏 したところ想像以 I ·. に 対． し、 ことが'j':lj IJ j した 。 リと打 ちに‘り た り、 ，没 , i• 1 · ,1 : : 製
作 11 伯 に選巫して いた柘紙（長谷） 11 和紙 I'.)ガ 製 ） では 、 ） '/み が足り なく I · 分 な り釦え を 得 ら れな しヽ と 判浙し
た。そ こで、 tJrたによ り強靱で）ばみのある 化紙 ( I i . 箇紙） を選 ~i: した 。
. クリ ーニン グ
没 ,ii · ,1 : :製 {'1 : J I \:では本紙のク リ ーニングを 1 iｷ う ］勺しであ っ たが、修復｛，1 ：業 前、本紙の•部を /JI ! ?蔽 し溶液の
＂式験を ii' っ た ）折、わずかに筑味がか っ た溶質が確認さ i した 。 煤 ':\; i り i しである 11 rfjも,., ト は い· j しヽ が、 }JII 礼砧す Z
-とで人: 11w; な 本紙の色』，間の変化が1 1 : じる 11ffi侶性があるため、 本紙のクリーニン グは施さなしヽ , l•,: とし た 。
VI. 今回の修復で使用した諸資材
l. 水 く浄水 〉 （ 浄水 悩 オルガノ株式仝ネ I : Pr◄ カ ー ポンカ ー トリ ッジ、 ミ クロ、ドア ーシ リ ー ズ N タ イ プ）
＜イオン父換水〉（浄水岱 オルガノ株式会社 カー トリ ッジ純水機C I OC JI ク ）
浄水 ・ イオ ン 父換水 は、 水追水 （ り靖IS I Ii 水道 ）"D を ）じ水 としフィルターで油泌した物 を 仙川 した 。 イオ
ン 父換水で作製した裕液は 11 f能な 限り純粋な溶液であリ、 ）又 ）心 も 晶j節 し易し、ため使川 した。 また j直，府 の
作業では水逍水 に合 まれる 」-::,,,;ぷ ・ 紗ぶ‘・； の不純物 を 除ムする ·Ji- によ り 、 作， ＇，心 に 、他蒻診烈版 を 残さ な い浄水 を 1史
川 した 。
2 . 1j ヽ 女粉澱粉樹j (1 I 1寸わりjJ,i; 以都）付· 凶(H!S ili I、・ ぶ区', ,;;; 1 J ヽ路 I i . 条 卜.がる）
3 . ィh洵苔 ＜ 禾11 ::f欠 1 I 1/(: 〉（ えびす）.,; ;  ばIS /(.f恥都 ili 1l 1 り ( Iメ．． 、島）し）ぶ比｝、UI I 西 人り ）
4. 粒j蓼 UJ『 I l l ゼラチン 人阪）イ｛人阪 iii浪辿 1メ桜:;1 I 4 -4 -26) 
5. チ ョ ウザメ膠 く 63 110 Salianski-Hause, in B l attern〉（和訓I  ii)刀 皐都附瓜都 ii i Iｷ 恥 1メ I ·. 長 者町辿堀川
束人 る橋本町36)
6. 柘紙 <Ti . 箇紙〉 ('r-';木友佑 束 I  I i」利紙加 I 刈 ・： ｝ ；伶糸II合 富 111 W- 1V,崩波翡I )乎村束 11 Ii u 
く~.凡谷和紙〉（林仙次 焦谷和紙協同糾合 京都）｛、［綾部市、且，！；谷町・東谷 3 )
L
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＜石州紙〉（西田義夫 西 Ill 和紙 l :J/ ,i: ふ根県 /Jlst'l~作三 Ii/月町， Ii' di 場）
7. 雁皮紙〈近江和紙〉 （成子紙 l :J/ 滋賀児人:i l t di l-.11 I オl iiJI I :町930 番地） * . 11(1和 57年製紙
8 • 裏張 り紙＜具弓 1 き 雲母摺り雀）'/! し ' iJ , 1f· 紙〉 (T- lllf処 ,' ( J,l[•k 瓜 MIi!(、f ぶ nlldiJ , : 瓜区修判浣水） ii )瓜 Illf36-9) 
9. 緑裂く大緑 ： 薄茶地ー団蕊牡）·J · ),li・ ,'れ紋令脳〉 W·H. i'織物 瓜 n, ) i1 j 瓜 Ml) ii Iｷ. 瓜区祈町辿、'1・： 之 内 2 J'I I 束人）
＜小緑： 藍地大菱紋金柑齢（）心H, i•織物 ぷ nil iii 瓜 Mil 什 j I ·.; ; ( IX滋）i町辿 ，'1・： 之 内 2 J'II 束 人）
10. 下地・木縁く黒漆墜り 1り -J I/! 〉（似i lll 怜i 勢,: ; :.: ; ; (Hl)/ fむ; (nil i Iｷ 恥似人:/•,· 辿 ，'i= 之 内 I ·. る 3 l. 1) 
11. 飾り金具＜彫分菱lf附＇れ紋灼 金具 . J,li· 1'れ紋故 らし鋲〉(;;, i 野飾金具製作）り1· ;; (都）{.j邸 n!) ii) 
12. 補彩用画材ぐ棒絵具〉（放光哨:: ; ;(郡）付恥都 iii I ·_京区烏丸二条 卜 る 1閲側 ）
13. 保存袋＜質操染本綿イIi 〉（小介 1 ・公 ぷ都）f'.、I京都市中政区大，＇打辿御池上る ）
14. 記録写真 〈35mm F90〉（ニコン ）
くフ ィ ルム Kodak GOLDlOO〉（ コ ダ ッ ク）
〈現像〉（バし・邪カ ラー 京都）付京都市北区新町今,..:滑,j 人）
〈 テジタ ルカメ ラ F-707〉（ ソ ニ 一）
VI. 施工期間の流れ
平成1 s:1..r―-6 Jl f1 , i'11'i 受 け」 ［又り ・ ' IJ良才蔽彩 • 閲] 11.
7 J j 身} J 1, 1 I I協 訂義 (JII・ ヽ , ,, 竹）
8 Jl 絵具 止め ・ 1形（休（襲木 ・ 緑裂）
9 J j 符~ 2 1 I l lif111i及 （す II・ ヽ, ,, . 名）
lOJ l 絵具. iｷ. め
lJ 解休
12Jl 第 3 1 11 1 協議 (1· 11_ ヽ , ,, ri- ・ ホノル）レ美術舟\芹：公 i l)
平成16年 1 J j 災打ち紙除上· ・ 災打 ")
2 J j 釘~4 1 I仙， i義 （ す I I・ ヽ 1 ,, ri- ・ I Y-•1 イ系 竹） . ,~· J也庸I] イ11 : · fill 菜多
3 J j イ I : I J ず ・ 係1J、j i'1 ( f· /J父 1 6 ィ ， ：・ 3 ) J 2:jI) 
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T i し l e EJ;isode from the Tale of Genji (J¥llributed to Tosa Milsuyoshi), colors on gilded 
paper, two-paneled folding screen 
olcclion Honolulu Academy of Arts 
'onservalors l Iisaharu Sekichi, Bokusendo, Inc. 
Localion 
Period 
650-101 Nagatani-cho, Iwakura, Sakyo-ku, Kyolo 
From June 2003 
To March 2004 




ore (each panel) 
Vertical 166. :Jcm 
Vertical 149. 9cm 
Vertical 162. 8cm 
ulcr wooden frames Thickness 1. 8cm 
Formal Two paneled foldin 
Ilorizontal 187. 2cm 
Horizontal 171. 8cm 
If orizontal 92. 2cm plh 1 .9cm 
Mounting fabric Wide mount border wilh vine and holyhock arabesqu 
design on brown background 
Narrow mount border: gold brocade wilh indigo background 
ulcr wooden fram 
McLal ornaments 
Final backing paper 
2. Dama 
Black lacquered fram 
Metal pieces with arabesque design, round n a il ぐ
Paper with gray background 
(1) Damage caused by insects was found on both the painling and mounting fabric. 
Damage caused by insects has seriously affected the surface of the painting. The damage w 
concentrated around the hinged areas in particular, and Lhere were concerns that Lhc hinges 
could fal apart. Moreover, the insect damage even affected the core of the folding screen, 
ravaging the wooden foundation. (Fig. 127) 
(2) Pigments and gold leaf used to color the painting were flaking or abraded. Three areas Lhal wer 
most seriously damaged are listed below. 
(i) Green pigment 
This pigment was used extensively on both the left and right panels, and there were vm·v in り
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levels of damage. Aging had caused overal deterioration of colors, and clue to the deterioration 
of lacquer used as a coloring agenl, Lbe pigmenls in some areas had flaked of. Also, scralch 
caused by abrasion sloocl oul in various places, adversely afccling Lhe overal look of Lh 
painting. Furthermore, pigmenls had chipped of in many areas. (Fig. 128) 
(i) White pigment 
White pigment was used in areas such as Lhe figures'clothing in Lhe bollom porlion and chery 
blossoms in Lhc Lop porlion o[ Lhe painling. These pigmenls had flaked of[ or were loose in many 
places. The area of cherry blossoms was especially damaged due to abrasion, exposing areas o[ 
the supporl unclernealh. (Fig. 129) 
(ii) Gold leaf 
Some o f しh e gold leaf was damaged or missing clue to insects, abrasion, etc. Peeling and olher 
damages were especialy severe at the top center area on the right panel. (Fig. 130) 
(3) Evidence of past treatment (s) and acld.itional drawing. 
Traces of past treatment (s) completed on Lhe painting's torn or cracked areas were confirmed. 
In parlicular, Lhere was evidence of a large crack at Lhe top righl hand area on Lhe lcfl panel, 
which appeared to be bulging due to acldilional drawing Lhat was compleled during a pasl 
treatmenl. Paper in[ils had been applied lo cover holes made by insects, and Lhen painted over 
しhe painling, and il gave an odd impr,-, — 
Stains were especialy visible in the top portion of Lhe rigbl panel, around Lhe cherry blossom 
Images rendered w i しh while pigmenL had turned brown, diminishing Lhe value of Lhe artwork. 
(5) Many traces of punctures and slains were found in Lhe material on Lhe final backin 
uler wooden frames. The lacquer had peeled, 
loosened, or cracked in many area 
(7) One of Lhe square, mcLal ornamenls and one nail was missing. 
Il. Condition after treatment 
Overall 
Screen 
Core (each panel) 





Vcrlical 168 7cm LiorizonLal 191 5cm 
VerLical 151 3cm liori zonLal 173 6cm 
V crLica 1 165 2cm J Iorizontal 94 1cm Deplb 1 9cm 
Thickness ] 7 cm 
Two-paneled folding scree, 
Wide mounl borderｷGold brocad 
ony blossoms on a lighl brown background 
arrow mounl border: Gold brocade wilh a large diamond-shaped pattern 
on an indigo background 
Black lacquered fram 
orncr melc1 I pieces wi しh engraved diamond-shaped and arabesque pattern, 
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nails with arabesque design 
Sidelining paper, etc. 
Repair paper 
Kozo paper <Goka Japanese paper >
Gampi paper <Omi Japanese pap er >
U nderpaperi ng Kozo paper <Kurotani Japanese paper >
<Sekishu pap er >
Final backing paper Chinese style paper (Karagのni ) wilb a sparrow and inLerlocking circles 
pattern printed with mica based pigmcnl 
Lalli Cedar 
2. Comparing the damaged areas before and after treatment. (Fig. l3 I, J 32, 13, 134, 135, 136) 
I. Treatment process 
The implementation 
on consulalions with the projccl supervisor al Lhe Nalional Rcscarcl 
l 汁operl i es, Tokyo, and Lhc curalor al Lhe Jionolulu Academy of Arts. 
re carried oul based 
1. Th 
2. 
Pigmenls were consoliclatccl vilh a glue paslc (waler solution wilh 1-:3% c11i11al skin glue, waler 
soluLion with 5% sturgeon, wcighl comparison) to prevent them [rom flc1king 
A seaweed paste solution (made in Wakayama prefecture), animal skin glue and slurgeon glue 
were used to consolidate the pigments, according to the levels of damage and Lhe Lypc of pigment 
used. /¥.nimal skin glue, which has a slronger adhesiveness, was used for cyan and olher courcｭ
-grained pigments, while sturgeon glue, which has beter penetralion, was used for pign,enls with 
4. The melal ornaments, outer [rames, and nails were removed when cl i s rnan し li ng Lhc rolc1ngscreen. 
nly Lhe mounting fabric was dampened, and Lhe wide mounl border rn1cl Lhc narow mount 
6. [ Lhc pai nli ng which had been 
d and removed, Lhcn Lhc pa i nling was 
paraled from the core using a bamboo spalula and olher too l 、
7. Very smal samples were taken from parts of the painting that would n o し .in any way affect the 
image, such as the portion that was hidden under the wide mounl border. The sample was sent 
to the Kochi Prefectural Paper Technology Center for a fiber analysis, lo determine Lhe material 
used for the support 
8. A facing was applied to the painting using a seaweed paste (0.25% water solution, weight 
comparison) in order to protect the surface of the painting during removal of the back lining 
paper in the folowing steps of the treatment. To reinforce the painting's surface, two layers of 
protective paper were applied using a brush. Rayon paper was used for the protective paper. 
9. After applying the facing, the painting was placed on a light table, and the lining paper was 
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removed. Paper infills applied during pasl lrealment(s) were either removed or reused, inkeeping 
with the treatment plan. 
Wheat starch paste (new paslc) was used lo allach lhc lining. Glulen-free wheal was used lo 
prepare the paste. The pasle was made by combining lhree parts of water w i しh one part of wheal 
starch (weight comparison ralio) and cooking ilfor approximalely 30 minules. Iuｷ 
was adjusted for each slep of lhe lrealment process. Kozo paper (Goka Japanese paper) wa 
used as lining paper. 
Many of the old paper infils had gold leaf and/or additional drawing applied onto lhem, whicl 
of the painting. To remove al of them would significantly change lh 
painting and lherefore lhe infils that met the folowing conditions were reused after modifying 
them to fil lhe image of lhe painting 
(1) Gold leaf has been applied onto the infil, as wel as on the surface of the painting itself. 
(2) The addilional drawing grealy con し r i bules lo lhe image of the painting 
10. Damaged areas were repaired with paper infill ~-
To choose lhe repair paper, a sample was laken from the painting and sent to the Kochi 
Prcfeclural Paper Technology Cenler for fiber analysis. The results showed that it was gam/Ji 
paper. Taking inlo consideration the nalure of lhe painling, ga1仇jJ£paper (Omi Japanese paper) 
was selected. To use this as repair paper, it was dyed with yasha, which was then fixed with 
was then shaped with water-cut edges to match the damaged areas. Wheat starch paste wa 
, and the palchcs were applied to the damaged areas in th 
painting. 
To mend Lea rs and cracks in Lhe painling, narow slrips of l,ozo paper with water-cut edges wer 
pasled onlo Lhem. Wheal slarch paslc was used for Lhis process as wel 
1. The firsl lining was allached using /,ozo paper (Goka Japanese paper) and wheat starch past 
12. To mainlain sufficienl durabilily, a second layer of l,ozo paper was applied, using wheat starch 
paslc. Aflerwarcls, Lhc pain し ing was slrclch-clricd on Lhc Lcrnporary fram 
13. Toning wilh slick pigments were compiled on Lhe repair paper to match Lhe ground color of th 
painting 
14. Moun ling fa bric was sci cc Led for Lhc wide mounl and narrow mount borders, and lining made of 
lzozo paper dyed in surni was applied wilh wheal slarch paste. It was then slretch-driecl on th 
tempo rary 「ram
The folowing fabrics were sclcclecl as new mounling fabrics upon consultation with the project 
supervisor al Lhc Nalional Research Ins li し ule for Cullural Propcrlies, Tokyo, and the curator at 
the Honolulu Academy of /\r認
:I" wilh nalural pigmenls, el 
wilh arabesque pallcrn of single-vine peony blossoms on a light 
brown background 
Narrow mount border: Gold brocade with large diamond pattern on an indigo background 
I 
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15. New cedar core and outer wooden frames were made. 
The cedar core was constructed with mitered joints. 
16. Unclerpapering was affixed to the core in layers in the folowing order: 1. honeshibari; 2. dobari; 
3. n⑰ noka/,e (3); 4. minoshibari; 5. hinges; 6. nりiauke ; and 7. ukeshiba五．
Koza paper (Kurotani Japanese paper) was used for the honeshibari, dobari, and minoshibari, 
and l,ozo paper (Sekishu paper) was used for minokalze and u/, 
17. After attaching the hinges onto the core, nり加l,e was applied on both lhe [ronl and back. Sekishu 
paper and wheat starch paste were used for this step. 
18. The lefl and right panels were measured together to produce an overal measurement. 
19. The painting and the new backing paper were attached Lo Lhe core wilh wheal starch paste. 
The new backing paper was selected upon consultation with Lhe projecl supervisor, as wel as the 
uralor at the Honolulu Academy of Arts. 
acking paper: Chinese style paper (Karaga加） wilh a sparrow and inlcrlocking circles paUern 
wilh mica print 
20. The mounting fabrics for the wide mount and inner rnounl borders were alachecl. 
21. J¥.fler securing the new wooden outer frame wilh nails, new rneLal ornamenls were alachcd lo 
rnplete the folding screen. 
In the same manner as before, materials for the outer frames and melal orm,menls wer 
upon consultation with the project supervisor, as wel as Lhe curalor al Lhc J lonolulu /¥caclerny of 
J¥.rts. (Fig. 137) 
While nails are curre叫y found at the top portion of the folding screen, Lherc wil be none in this 
area after the treatment. 
Outer wooden frames: Black lacquered frame 
quare metal ornaments: Corner meLal pieces wilh engraved diamond and arabesque palcrn 
Nails: round nails with arabesque design 
2. The folding screen was placed into a newly prepared colon slorage baQ:. 
23. Post-treatment photographs and report were prepared. 
IV. Facts and other issues learned from this treatment 
1. The materials used for added drawings or infils to repair damaged areas in Lhe Jefl panel had 
hardened and were in danger of chipping off. However, because Lhesc rnalerials were firmly 
attached to the surface of the painting, it would have been impossible to remove them completely 
without affecting the pigment layer significantly. As a result of consultations with the curator of 
the Honolulu Academy of Arts and the project supervisor, the decision was made to leave these 
areas untouched. 
During the removal of the first lining paper, and the examination of the torn or in-painted areas 
from the reverse side, it was confirmed that the painting was torn and had shifted three 
centimeters upward, leaving a gap. Furthermore, in the gap was a filer that would swell when 
exposed to moisture, and parts of that filler had become holow. Placing the painting back in its 
original position could have damaged the added drawings and the filers. Therefore, these areas 
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were left untouched, and were reinforced by alaching paper infil ide. After 
the lining paper was applied and Lhe painling was strclch dried, the swolen filers shrank, causin 
cracks and altering the [orm in some areas. Such 
with a glue solution. (Fig. 138, 1 :39) 
nfirmcd Lhal parls of Lhc painling had been 
vcral Lrcalmcnls in Lh 
past that have resullcd in reduc ing しhe size of Lhe surface of the painling. For しhi s Lrcalmcnl, a 
decision was made Lo show as much of the painting as possible. As a rcsull, Lhe overal 
papers dyed in blue and yelow, brown paper had also been used as lining paper in 
previous lrcalmcnls. Since these colors had minimal influence on the colors of the painling, 
removing Lhcm did not afect the image in any way. 
4. When lhc [ronl surface of the painling was examined, the project supervisor pointed oul lh 
possibility lhat a rough sketch of lhe outline of the gold clouds had been drawn in green pigment 
Photomicrographs and examinalion f rom しhe reverse side of the painting confirmed that Lhe mosl 
of the rough sketch was done in green painl. (Fig. 138, J 39) 
5. The Kochi Prefeclural Paper Technology Ccnler was requested to examine the composition of 
the fiber used for the painling. For Lhe sample, an extremely small amount was taken from under 
the framing fabric. Al Lhe same time, a requesl was also made to test the fiber of the old lining 
paper, as wel as its state of deterioration. The rcsulls of the test confirmed that gampi paper with 
rice powder mixed in was used for the painting. As for the lining paper, the test results showed 
that it was made of wood pulp. (Fig. 142) 
6. Infrared pholographs were La ken during lrealmenl. Rough skelches drawn in sumi and other ink 
were confirmed. After the first lining paper was removed, infrared photographs were taken from 
ｷide. The folowing arc images lhal have been processed and inverted. (Fig. 143, 14, 
145, 146, 147, 148, 149, 150) 
V. Changes made in the treatment plan since the compilation of the treatment specifications 
Changes were made in l through 4 as shown below, as a result of consultations wilh lhe projecl 
supervisor at lhe National Research .Institute for Cultural Properties, Tokyo, and the curator at 
the Honolulu J¥.cadcmy of J¥.rl 
1. Framing fabri 
Wide mounl borderｷ 
brocade on silk wilh an arabcsau 
background 
n a white-brown bac kground • Gold 
peony blossoms on a light brown 
Narrow mounl border: Gold brocade wilh palerns of birds and trees on an indigo background 
Gold brocade wilh a large diamond paltern on an indigo background 
2. Wooden frames 
Antique vermilion lacquered, beveled edge fra mes • Black lacquered frame 
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3. Metal ornaments: Silver, thin, round-edged metal pieces engraved with a single-vine arabesque 
des ign一~Corner metal pieces with an engraved diamond and arabesque design 
4. Final backing paper 
LighL gray loガnoko paper with pearl des ign• Chin tyle paper (Karagami) with a sparrow 
and interlocking circles pattern printed with mica pigment 
5. Storage bag 
In the original treatment specifications, the plan was to use a cotton fabric (fabric name: color 
!or number: 11, Kinchikyulwne, made by Okahicle Co., Ltd.). However, since the size of 
lhe rolcling screen had increased as a result of the treatment, a larger piece o[ cotton material 
became necessary. Therefore, a different, more appropriate cotton [abric (dyed with kihada) 
was selected and the storage bag was prepared. 
6. Lining paper 
When the thickness of the painting was examined during treatment, itwas discovered to be 
ふurpri s ing l y thin. Itwas decided that the !?ozo paper (made by Hasegawa ¥'Vashi Kobo) originaly 
吋ected at the time the treatment specifications were drawn up would not be thick enough to 
provide sufficient durability. Therefore, a stronger and more pliable Idプzo paper (Goka Japanese 
paper) was selected instead. 
7. Cleaning 
J¥.t the time the treatment specifications were drawn up, the painting was to be cleaned. I lowever, 
when the solution was tested before treatment by moistening a portion of the painting, a solute 
with slightly yelowish tint was confirmed. Although this may have been caused by dust or grime, 
there was the possibility that adding moisture could alter the colors o f しhe painting signi [icantly. 
Therefore, a decision was made not to clean the paintin 
VI. Various materials used for this treatment 
1. Waler <pur ified> (Wat er purifier: PF carbon cartridge, Micro-pore series, Type N, by Urgano 
orporation) 
<Jon- exc hange water > (Water purifier: Carlridge Deionizer G LOC, by Organo Corporaｭ
t1on) 
Tap waler (Kyolo Municipal Waterworks Bureau) was filered Lo prepare Lhe purified and ion 
一ヽ双change waters. Solution made with ion-exchange waler was used since il is the purest form 
f solution possible, and its reaction is easy to control. Moreover, filtered water which does not 
adversely affect the artwork was used for ordinary treatment after having had its impurities such 
as sodium and iron usualy found in tap water removed. 
2. Wheat starch paste: (Made by Nakamura Glue Shop; Gojo-Sagaru, Tomikoji, Shimogyo-ku, 
Kyoto-shi, Kyoto Prefecture) 
3. Sea weed paste: <Mad e in Wakayama pref ecture > (Ebisu - ya; Nishi-iru, Ebisu-gawa, Karasuma, 
N akagyo-ku, Kyoto-shi, Kyoto Prefecture) 
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5. Sturgeon glue: <63110 Salianski-Ilausc, in Blatt e rn > (II o lla ncl Gwabo; 36 Hashimoto-cho, 
Higashi-iru, Horikawa, Kamichojamachi-clori, Kamigyo-ku, Kyolo-shi, Kyoto Prefecture) 
6. Koza paper (Goka J apancsc paper) (Tomonobu Miyamolo, Iligashi-nakac J apancsc Paper 
Processing and Produclioh Cooperalion; ligashi-nakae, Taira-mura, Tonami gun, Toyama 
Prefecture) 
<Kurotani Japanese paper > (S hinji Hayashi; Kurolani Japanese Paper Cooperalion; 3 ll i 、, A • 
shidani, Kurolani cho, 八ya be-sh i , Kyoto Prefecture) 
<Sekishu pa pe r > (Yo shio Nishida; Nishida Washi Kobo, Furuichiba, Misumi-cha, Nairn-gun, 
himanc Prcfeclurc) 
7. Cam/Ji paper <Om i Japanese pap er > (N ar uk o Paper Studio; 930 Kiryu-cho, Kamitanakami, Ulsu 
—shi , Shiga Prcfeclure) *Made in 1982. 
8. Final backing paper: <Chin tylc paper (Karaga, 加） with a sparrow and interlockin.12: circl 
pattern with mica pr int > (Kcnkichi Chida; Karacho; 36-9 Mizukawara-cho, Shugaku-in, Saky 
-ku, Kyoto-shi, Kyoto Prefecture) 
9. Framing fabric: <Wide mounl border: Gold brocade on silk wilh arabesque pattern of single-vin 
peony blossoms on lighl brown bac kground > (H iro nobu TexLiles; Higashi-hairu, 2-chom-., 
Teranouchi, Shinmachi-dori, Kamigyo ku, KyoLo-shi, Kyolo Prefecture) 
<Narrow mounl border: Gold brocade on wilh large diamond-shaped pattern on indig 
back gro und > ( I:Iironobu Textiles; Higashi-hairu, 2-chome, Teranouchi, Shinmachi-dori, 
Karnigyo-ku, Kyolo shi, Kyoto) 
10. Core, outer wooden fram es <B lac k lacquered frame > (T a ka da Nanseido; 3-chome, Teranouchi 
-agaru, Omiya-clori, Kamigyo-ku, KyoLo-shi, Kyolo Prefcclure) 
1. 
12. Arl supplies used for Loning <Slick p ig rnc nl s > (I Ioko-do; N ishi-ga wa, Nijo-sagaru, Karasuma, 
Kamigyo-ku, Kyolo-shi, Kyoto Prcfeclurc) 
13. Storage bag <Colon dyed with lcihada > (Og ur a Kogci; Oike-agaru, Omiya-dori, Nakagyo-ku, 
Kyolo-shi, Kyolo) 
14. Photoclocumenla Lion <JSmm F90 > (Nik on)
<Film: Kodak GO LDlOO> (Koda k)
<Dcvc lopm enl > (Kyo lo Color, Minami-hairu, Imamiya, Shinrnachi, Kitaｭ
ku, Kyolo-shi, Kyolo Prcf cclure) 
<Digilal camera: F 707> (S ony)
vn. Work schedule during the treatment period 
2003 June /¥cccplancc or artwork, pholographing, examination 




Pigmenl consolidalion, disassembly (ouler wooden frames, framing fabric) 





December Third consultation (project supervisor, curator of Honolulu Academy of Arts) 
2004 January Removal and application of new lining paper 
February Fourth consultation (project supervisor and related personnel), preparing core, 
toning 
March Completion, delivery (March 23, 2004) 
TranslaLed by Amy Mccaleb (Urban Connections), edited by Yasuhiro Oka and Regina Belard. 





本厨風は 『源氏物話』 第 ri段「杓紫」 のうち前半部分 を 村，＼い たものである。 「若紫」前半部のあらすじ
は次の辿リ 。 ・源氏が恥にかかり、）JI I持祈砧を受 けるため、 北山の某て『 を訪れる。 三月晦 H 、北山ではち ょ
うど桜の II俗り を 迎えてお り、奇に棲む1,;り都か ら調薬と 加持を受けた源氏は、 気晴らしのため JI I I 卜 を 散策す
る 。そ こ で加氏は1竹都の妹の係にあたる幼女（後の紫の」．）を見かけ、 心 を動かされる 。 翌判、 i)瓜氏 は 1) 、11 l
ることになる か、 迎えの者たちが折化の桜の ドで何 も し な い のも 勿休な いというので、 i)泉氏は沌のほと り
の岩蔭に ) '、,1 ＾： っ て 1,;り都と洒 を 1Jtjりみ交わす。 榜 らでは瓜の 中将が横笛 を 吹き、便の君は扇を打ち II,じらし て謡
い、第や，，［［環を l嶋 らす従打 も い る が、 1，り し そ うに宕 に ＇岱りかか っ て い る 源氏の愁いに悩i ちた入しさには敵
わない。 1竹都は苓を特参し j)恥氏 にこれを りIj!. じるよう懇顧するので、源氏は こ れを軽くかき II,じ ら し、 その後
源氏一行は都へ戻 っ た 。
若紫の 1i1i' ド部を絵I'liJ化する 場合、 ii瓜氏が山中 で幼久 を 覗 き 兄する 場 1(1i を 札'j く場合と、本肘風のように北
山からの帰り際に小哀を催す場 1(1i を 枯'i く 場合 とがあ り、 どちら かと ＇ ．； えば 1i1i 者の作例の方が多いように息
われるも のの、後者 も 絶1肌ではな い 。 近い 11、'i'期 の作例 としては 「源氏物晶扇 1(1i貼付屏風」（浄土寺）l淡） の
中の一図がある 。 木図の J蒻合、源氏の Ij1 j に洒岱が枯'i かれな い ことと 、叫の 中将と便の君が見あたらないと
いう特徴があ る 。
本町風は1應洛款であ り、此(ii か らの観察によ っ ても p 11国の 印心·,:~'f,\ は発兄 さ れなか っ た 。 111:風は非祁； に ]"
寧で、 オ,'i衣の 文オ贔、化本、 い化、水紋など、非 'i,:; に緻密に札'i き I ·. げて い る 。 これらの いずれも が桃111期の
土佐派の村＇叫武であることは疑 し ヽな し ヽ 。 I' IiJ J(Jj の 人小の ），:iがあるとは し ヽえ、 本肘風 と , -. 111 ・：光古 · K次郎哨 「 i!瓜
氏物語pJiJill,'i 」(;;情1 1 1 ,;_j lーt'. t1り物創蔵） の u左光古 0539 ~ 1 6 1 3 ) " fl: if!S 分 とを 比較すれば、糸Ill 部 の技法で 1,lij 者趣
を通じてい るところがある 。 ただ、 1ｷ. f左光古 1'1 喩 と 認められて い る 人:I I iJ J(1j作1夕1] 「源氏物晶図如':風」（瓜都IF. I
立1専物fif,; Ji'成） と 比餃すれば、本如':風の ）jが硬い '' fr:放 を 兄せ、そ i しは I ~ イ左光古）i' ;·] 辺の第と 名 えら れてしヽ る 「諒
氏物語図肝風」 (111111 人）歳、 可 Iii 隻 ）、 あるいは 「源氏物話図)./· (: 風」 (W;I 人 ） l泌、六 1111 ー双）の"'(,:致 に より近い。
本厨風には桜だけでなく 紅 I' I の 化 を 咲かせた跨IIH蜀が札'jかれて おり、これは北山山中の桜が • ji. 野部より少
し後れて咲くこ とを 111りぷ しているのかもしれない。そ して踏躙 は以 I事し1/本但 iJ 111古の 内、光古の廿'j い た 「杓紫」
にはオ伯かれているが、 li 次郎の廿'i い た 「オ'i紫」 には枯'jかれて い な い こと が注、なされる 。 さらに災 1(1i からの
観察の糾呆、 ,ｷ,1:: きの輪乳5綜に I'I 緑色 を 川 い て い ること が判明 した。 これは京博本肝風と Ii i ] じ 手法であ
る 。 これ ら か ら 兄 て 、 4咄· (:風は J 6 111 _-紀最木期か ら J 71: 紀初叫にかけて、光 古のごく 近 くに いた JI  ii 人 のT に
なることが想巫 さ i しる 。 しかし 光 占' 1 ' 1 " '():の 11]能'l''I: もなお排除できな い 。 と い うの は、光 占' "ff と イぷえる ii恥氏
絵の作例で、人物をこのサイ ズで1蘭 いた ものか視介本肘風の他には知 られて い ないためである 。 なお、畑がi
微鏡廿真により、松菜~·<;-; と 比較し て少 しくすんで兄 える I  I J Lの緑色に、少なくとも 二色の水1't: r- を確認で




『源氏物語の絵jil ij 』 （展院会図録）、堺市t尊物館、 1986年
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Episode fr〇rn the Tale of ( 、、e 11ji (Atributed to Tosr1 IVliLsuyoshi) 
Description of artwork 
WAT ADJ¥ Minoru 
ational Research Institute for Cultura l ヤ ro 1
This byobu (folding screen) painting features a scene from the first half of " Wal,amurasald 
(Lavender)," the fifth chapter of The Tale of Genji. Its content is as follows. Genji, having falen il, 
visits a temple in the l(ita-yarna (northern hils) in order to receive prayers for recovery. It is the lasl 
day of the third month, and the cherry blossoms in the northern hils are in full bloom. After havin 
received medication and prayers from a monk al lhe temple, Genji decides to take a walk in th 
mountain to amuse himself. That is when he happens upon a young girl (the later Murasaki-no-Ue), 
who turns out to be the granddaughter o f し he younger sisler of the monk, and becomes taken by her 
Genji is to set off the next morning, bul since lhose who are lo accompany him home insist that it 
would be a waste to simply leave withoul enjoying lhc cherry blossoms, Genji decides to share win 
with the monk by lhe rocks at the foot of a waterfal. By his side, To-no-Chujo plays the flute and 
Ben-no-Kimi sings, marking time wilh a fan, whil 
flageolet. They are al handsome men, bul none of lhem can compare with the beauty of the ailing 
Genji leaning againsl the rocks. The monk, having brought wilh him a koto harp, implores Genji to 
play it. After Genji lightly plays on lhe koLo, he and his atlendants return to the city. 
When the first half of this chapter is depicled in a painting, lhere are two scenes in particular that 
particular pi ecゞ 9
northern hils. While Lhe former scene seems Lo be more popular, a few of the latter also exist. A 
recent example of Lhe latter is one of the images on Genji Monogんtari Senmen HariLsuke B.頸加 (Fa,枕
Paintings of the Tole of Cenji 011 Scree加） (Jodoji Temple). Ils is characterized by the lack of win 
bottles placed in fronl o[ Genji, and Lhe facl Lhal To no-Chujo and Ben-no-Kimi are nowhere to b 
found. 
examination of ils rever 
ulc be found on しh i s particular byobu, even upon clo::,e 
inLecl w i しh grcal aLention to detail, using an extremely 
loLhin,12; flowering trees and gras, and ripples in th 
how Lhc sLylc of Tosa school from the Momoyama period. 
Although there is a clif erencc in size o 「 Lhc canvas, Lhis byobu has much in common with techniques 
seen in detailed parしs painted by Tosa MiLsuyoshi (1~:39- 161:3) in MiLsuyoshi and Chojiro's Tale of 
Genji Alb加 (Kyolo National Museum). Iowcvcr, when compared wiLh E/Jisode fro叩 the Tale of 
Genji (Kyoto National Museum), a large byobu which is accepted as Lhc work of Tosa Mitsuyoshi 
himself, the piece inLroclucecl here shows a more rigid Louch. ILis much closer in the style of two other 
byobu pieces (a Lwo-panelecl screen and a pair of six-paneled screens) enLitlecl EJJisode from the Tale 
―口
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of Ge1研 (both private collections), which are believed to have been painted by those close to Tosa 
Mitsuyoshi. 
The byobu selected here shows not only cherry blossoms, but also red and white azaleas, possibly 
implying that cherry blossoms in the northern hils bloom slightly later than those in the plains. It is 
also worthy of note that of the paintings in the Tale of Cenji Album at the Kyoto National Museum, 
azaleas are found in "Lavender" painted by Mitsuyoshi, but not in those painted by Chojiro. Furtherｭ
more, upon examination of the reverse side, it was discovered that a whitish green pigment was used 
to draw the rough sketch. The same technique is used in Lhe byobu al Lhc Kyolo National Museum. 
Judging from these findings, it can be assumed that this byobu was created belween Lhc !ale 16th to 
arly l 7lh century by a painter who worked closely with Mitsuyoshi. However, one cannol eliminate 
lhc posibility that it was actually painted by Mitsuyoshi himself. This is because besides lhis byobu, 
lhcre are no known examples of Genji-e (ilustrations of scenes from The Tale of Genji) with 
human figures of this size that are considered to have been painLed by MiLsuyoshi. 〇n an addiLonal 
nole, iL was discovered using a photomicrograph t hat しhe green PigmenL of Lhe mounlain, which 
appears slightly dull in comparison to other parts such as pine needles, is made up o[ a mixLure of at 
least lwo different colored particl 
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